
研究・研修計画

１ 研究主題及び副題

確かな力が育つ学びの創造
～問いをもち、求めて学ぶ姿を目指して～

２ 主題（副題）設定の理由

(1) 今日的な教育課題から
子どもたちは学校も含めた社会の中で、様々な人と関わりながら学び、その学びを通して自己

有用感や自己存在感などの実感をもつことができる。学校教育全体の中での一人一人の学びの積
、 、み重ねは主体的に学びに向かう力となり 学んだことを生かしていきたいという意識につながり

よりよく学びたい、よりよく生きようとする意欲につながるものである。これからの時代に求め
られる資質・能力は、様々な変化に積極的に向かい合い、他者と協働して課題を解決していくこ
とや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値に
つなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築できるようにすることである。子どもた
ちは、本来、潜在的に有能な学び手である。学ぶ意欲をもち続けることは生涯にわたって能動的
に学び続けることにつながる。
今日の教育に求められる「個別最適な学び」として「指導の個別化 「学習の個性化」を取り入」

れ、子どもが自己調整しながら学ぶ力を付けるために指導していかなければならない。また、多
様な他者を尊重し、協働的に学ぶ場、協働的に学ぶ力も一体的に充実させていく必要がある。人
と人の直接の関わりや体験活動の重要性を再認識するとともに、ＩＣＴの活用が個の学びと協働

。 、的な学びの往還の中で効果的に行われるようにすることも重要である 子ども自らが問いをもち
適切に課題を設定し、必要感をもって学び合い、個の学びを深めていけるように授業を改善して
いかなければならない。

(2) 学校教育目標の具現化から
本校では「生きる力を身に付け、自立しようとする新山健児の育成～おもいやる子・かんがえ

る子・きたえる子～」を学校教育目標に掲げ、学校教育活動全体で育む資質・能力として「気付
く力 「協働する力 「調整する力」を設定し 「はじめに子どもありき」を基本理念としたこれ」 」 、
までの教育活動の継続と更なる発展を目指している。
本校の研究は、思考力を重視した実践を積み重ね、特に授業づくりの研究として 「確かな力を、

育てる問題解決的な学習過程」を掲げ、一人一人の子どもが考えをもち、それらを互いに表現し
合い、学び合う中で「確かな力」を身に付けていく授業の在り方について研修を重ねてきた。令
和元年度からは 「学びのつながり 「学びの価値」をキーワードに、自己肯定感を向上させ、自、 」
己実現しようとする子どもの育成を目指し、子どもが学びの手応えを感じ、自らの学びを調整し
て学び続ける姿を求めて研究を進めてきた。昨年度からは学校教育目標に関わる３つの資質・能
力を踏まえ、子どもが自身が問いをもち、求めて学ぶ自立した学び手となるよう支え育む研究を
推進している。

(3) 児童の実態から
第17次研究として学校教育全体で目指す資質・能力の獲得を目指し、学びの自覚を支える手立

てを考え、取り組んできた。これまで以上に課題意識・目的意識をもって学び、子ども自身が学
びのつながりに気付き、学びの価値を獲得していく姿が見られるようになってきた。
一方、諸調査や学習アンケートの結果からは課題が見られた 「知識及び技能」では、教科等の。

用語の理解と基本的な学習内容の定着 「思考力・判断力・表現力等」では、複数の情報を目的に、
、「 」 、合わせて活用して解決したり適切に説明したりする力 学びに向かう力・人間性等 においては

考えを伝え合って協働的に学ぶことや自己調整力を発揮して学びに向かう姿勢などを、更に向上
させる必要がある。
子どもが自分事として学びに向かい、確かな学力を獲得できるよう、一層「問いをもつこと」

に焦点を当て、内発的動機を確かにした必要感のある課題設定が必要である。更に学んでいく過
程での試行錯誤や新たに更新される問いを学びの推進力とする単元・授業構想が重要である。子
ども自身が必要感をもって個の学びを充実させていくには、協働的に学び合う場、必要感のある
柔軟な学び合いの設定も重要である。子どもが学びをどう調整していくかを自覚化し、学びの手
応えを得ることで、自己肯定感や自己調整力の向上に結び付けていきたい。そのための教師の役
割は何か、いかなる手立てが有効であるかを考え、検証し、授業改善に向かいたい。



３ 重点とする資質・能力と目指す子どもの姿

自ら問いを見付け、その解決に向けて、身に付けた知識及び技能をつなげ気付く力
たり活用したりして、多様な考え方や学ぶ楽しさ、学びの価値を実感する力

考えるすべを使い、互いの考えを伝え合い、自己内対話や他者との対話を協働する力
通してよりよい考えを形成し、高め合う力

身に付けた力をどのように生かすかを考えたり、多様な考え方や方法で試調整する力
行錯誤したりして、見通しをもって自ら学びを進める力

〈児童の発達段階に応じた資質・能力と目指す子どもの姿〉
低学年 中学年 高学年

気付く力 自ら進んで対象と関わ 自ら進んで対象と関わ 自ら進んで対象と関わ
、 、 、り、問いをもち、解決の り、問いを見付け、身に り 問いを見付け 更新し

過程で自他のよいところ 付けた力を活用して解決 様々な身に付けた力を関連
に気付き、学びの楽しさ に向かい、多様な考え方 付けて活用して解決に向か
を感じている。 のよさや学ぶ楽しさ、価 い、多様な考え方のよさや

値を感じている。 学ぶ楽しさ、学びの価値を
感じている。

協働する力 考えるすべを使い、友 考えるすべを使い、互 考えるすべを駆使し、互
達と考えを伝え合い、個 いの考えを伝え合い、対 いの考えを伝え合い、対話
々の学びを高め合ってい 話を通してよりよい考え を重ねてよりよい考えを求
る。 を求め、個々の学びを高 め、個々の学びを高め合っ

め合っている。 ている。
調整する力 身に付けた力を使おう 身に付けた力を適した 身に付けた力を適した場

と考えたり、他のやり方 場面で活用したり、多様 面や方法で活用したり、多
も試したりして見通しを な考え方や方法で試した 様な考え方や方法で試行錯
もって学ぼうとしている りして、見通しをもって 誤したりして、見通しをも。

学ぼうとしている。 ってよりよく学ぼうとして
いる。

４ 研究の仮説

子どもの学びの過程を捉え、個の学びと協働的な学びが柔軟に関わり合う単元構想・学習展開
を推進し、学びの自覚を支えることによって 「問いをもち、求めて学ぶ姿」を目指すことができ、
るのではないか。

５ 仮説の検証方法

(1)研修計画に基づく授業研究会、学年研究推進に基づく日常の授業実践等で、資質・能力を
観点とする子どもの実態をＰＤＣＡサイクルによって検証する。
＜カリキュラム・マネジメントに基づき、目指す資質・能力が発達段階に応じて身に付いて
いるか＞

(2)全国学力・学習状況調査、県学習状況調査、総合学力調査等の諸調査により、数値に表れ
る学力で検証する。
＜各教科等で求められている力が身に付いているか＞

(3)諸調査の質問紙や学習に関するアンケートにより、学びに対する情意面や資質・能力に関連した
思いを数値で捉え検証する。
＜学習に対する情意面や資質・能力に関連した学び方は、どのように自覚されているか＞



研究構想図６
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７ 研究の重点と具体的施策

重点 学びの自覚を支える授業づくりの推進

(1) 資質・能力のつながりを踏まえた単元の構想

①生活科・総合的な学習の時間を中心にして資質・能力のつながりを見通し，カリキュラム・

マネジメントの充実を図る。

②単元を通して，身に付けた資質・能力を自覚し，活用する場を設定する。

(2) 各教科等の見方・考え方を働かせる学習の展開

①重点単元の見方・考え方を確認し，見方・考え方を働かせた子どもの姿を検証する。

②各教科等の見方・考え方を働かせるための教師の問いかけや価値付けの在り方を吟味する。

(3) 子どもの学びを捉え，思考のつながりを促す手立ての工夫

①学びの中で生まれた問いや気付きなどから，子どもの声を拾い，学びを見取る。

②考えるすべ「着目する 「比べる 「関連付ける」等を活用する場を設定する。」 」

③学びを俯瞰し，つながりを考える振り返りを位置付け，学びを調整する機会を設定する。

８ 研究・研修計画にある用語の捉え

(1) 「確かな力」について

学校教育法３０条に規定された「確かな学力」と同義である。すなわち「基礎的な知識及び技

」「 」「 」 。能 課題を解決するための思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 である

知識や技能はもちろんのこと，これに加えて，学ぶ意欲や自分で課題を見付け，自ら学び，主体

的に判断し，行動し，よりよく問題解決する資質や能力等まで含めたものである。

(2) 「学びの価値を見いだす」について

本校でこれまでの研究で追究してきた「学ぶ喜び」を踏まえ，学びのつながりをより意識して

。 ，価値付けていくものである 教科の見方・考え方を働かせた学びや教科等横断的な学びを通して

試行錯誤を重ねて，学んだ力を汎用的に活用・発揮することで，学びのよさや面白さを感得し，

それらを価値付ける力である。

(3) 「学びを俯瞰し，学びを活用・調整する」について

児童が自分の学びを俯瞰し，学びの意味や価値を見付け，その学びを活用できる力を付けてい

。 ， ，く 児童自身が自他の学びを評価し 課題解決に至った効果的な考え方やすべを明らかにしたり

， 。学びの見通しを修正したりして 自らの学びを調整していく力も付けていくことをねらっている

そのためには，児童の実際の学びの姿を見取る目を教師が磨くことと学びの価値を明らかにした

教師側の働きかけの両方が不可欠である。資質・能力の育成を見据えた単元の構想と，児童がど

う学んでいるかを見取り，各教科等の見方・考え方を働かせる学習展開を工夫し実践する。



９ 年間研究推進計画

おもいやる子 かんがえる子 きたえる子
期 期別目標

道徳教育推進教師・特別活動主任 研究主任・研究推進委員 学習指導部・図書主任

環 ○教室環境整備 ○教室環境計画 ○学習のやくそくの確認
○学習カード・道徳，学級会コーナー

境 ○声のものさし・学級目標
・縦割り班カード

学習のやくそく強調週間授 ○道徳・特活の授業 ○学年部授業研究 ○
Ｉ ○各教科ノート指導
期 業 ○国語 算数 英語デー・ ・

行 ○縦割り活動 ○第１回研修会議 ○家庭学習の手引き
事 （・１年生を迎える会） （研究の方向性確認）
等 ○Ｑ－Ｕ調査（５年） ○第２回研修会議

（カリキュラム・マネジ
メント及び授業づくり）

○総合学力調査(5 6年)~
○知能検査(2･5年）
○学習アンケート（全校）

環 ○道徳･特活コーナー掲示 ○学習のやくそくの徹底
境 ○ノート展示会

学習のやくそく強調週間Ⅱ 授 ○道徳・特活の授業 ○学年部授業研究 ○
期 業 ○国語 算数 英語デー・ ・

行 ○縦割り活動 ○諸調査分析伝達 ○親子読書
事 ○第３回研修会議 ○読書感想文・松ぼっくりデーの計画
等 （子どもの学びの見取り

の研修）
○研修報告

環 ○道徳･特活コーナー掲示 ○特別教室教材整理 ○学習のやくそくの徹底
境 ○算数科ノート展示会

Ⅲ
学習のやくそく強調週間期 授 ○道徳・特活の授業 ○教科等訪問 ○

○市授業力向上訪問 ○各教科ノート指導
業 ○国語 算数 英語デー・ ・

行 ○縦割り活動 ○県学習状況調査(4 6年) ○親子読書~
事 ・松ぼっくりデー ○総合学力調査（1 4年） ○読み聞かせ~
等 ○学習アンケート（全校）

○第４回研修会議
（研究の重点の検証）

○研修報告

環 ○道徳･特活コーナー掲示 ○学習のやくそくの徹底
○ありがとう運動掲示 ○算数科ノート展示会

境
Ⅳ

学習のやくそく強調週間期 授 ○道徳・特活の授業 ○各教科実践のまとめ ○
○学級会の手引き見直し ○回復指導計画 ○国語 算数 英語デー・ ・

業

行 ○道徳シート整理 ○諸調査分析伝達 ○読書ファイル整理
事 ○縦割り活動 ○第５回研修会議
等 ・６年生を送る会 （今年度の研究の総括）

○研修報告
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